
土地利用型営農集団の現状と今後の課題

1．調査のねらい

　土地利用型営農集団は、米麦作等の土地利用型農業の担い手として、今後ますますその活躍が期

待される。しかし、営農集団の大部分は任意組織であるため、効率的、安定的な運営を図るには多

　くの問題を抱えている。この打開策の一つとして組織経営体（法人化）への移行が上げられる。一そ

こで、営農集団の現状と課題を把握レ、組織経営体育成のための課題を明らかにする。

2．調査の方法

　平成6年12月、県内において米麦作を運営の中心にしている土地利用型営農集団のうち92集団

にっいてアンケー’ト調査を実施した（回答数47集団、回収率51％）。

3．調査の結果およぴ方法

（1）県内の土地利用型営農集団は、昭和60年前後に10戸以内で設立された集団が多く、活動の中

　　心年齢は40歳代となっている。集団は機械装備の軽減、省力化およびコスト低減、女性の重労

　　働からの解放に最も寄与している（表一1）。

（2）作業・機械日誌、出役簿、現金出納帳などはよく記帳されているが、複式簿記に基づく貸借対

　　照表・損益計算書の記帳率は極めて低い（表一1）。

（3）設立から20年以上経過している集団では、出役者の確保が困難となっている集団が多く、担

　　い手不足が深刻に苧りつつ狐一方・昭和・1隼早降に設立された比較的新し！’集団には・規

　　模拡大、農産物の販売、消費者との交流および事業の拡大・多角化に積極的な集団もみられる。

　　しかし、これらの集団は、活動経験が浅いためか、集団の方針、運営方法などに課題を抱え、不

　　安定な集団が多い。また、労災保険など就業環境も未整備の集団が多い（表一2、図一1）。

（4）法人化にっいて「意向のある」は11集団、「意向のない」は32集団で、法人化の意向がある

　　集団は2割程度にとどまっている。「意向あり」は「意向なし」のおよそ2倍の収入があり、年々

　　増加している。また、雇用のある集団も多い。「意向あり」の集団は将来方向にっいて「大型機

　　械の導入」「圃場の大区画化」「米で集団独自の商晶の開発・販売」に進みたい集団が多い（表一

　　3）。

4．成果の要約

　　土地利用型営農集団の現状を調査した結果、集団活動のメリットが省力・低コスト・女性の重

労働からの解放にあることが明らかとなった。また、活動年数、法人化意向の有無により運営上の

問題や将来方向について差が見られる。経営体育成上の課題としては、計数管理に対する意識が薄

いため、これらの組織が継続性のある効率的かっ安定した組織経営体へ移行するためには、まず財

務諸表の作成、簿記記帳等による明確な計数管理の実践、また、それらに基づく的確な分析が必要

　と考えられる。

　　　　　　　　　（担当者　企画経営部　家中達広・斎藤一治．ジ現宇都宮農業改良普及センター
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表一1 土地利用型営農集団の現状

設立年
参加戸数

圭業農家率刈
構成員の年齢
活動内容
出役者確保

雇　用
記帳している帳簿類

後継者

個別経営への影響
デメリット

運営上の間題

地域農業との関わり
法人化の意向

進みたい将来方向
難しい将来方向

関係機関への要望

容（カッコ内は回答率1別で左から高い順）

　56～60年（29．8〕　昭61～平4年（23．4〕　昭51～55年（19，11

9戸以下（68．”　10～19戸121．3）
80男以上（34．O1　60～80％｛25．51　20～40舳9．一〕

5～49歳（17．0）　40～44歳116．51　55～59歳（13．5）

　械の共同利用195．7〕農作業の受委託185．1〕共同作業176．6〕
蜀題なし十やや余裕144，7）　やや困難十困難123．4）

　用していない168．1〕　雇用している｛19．1）
　業日誌・出役簿189．刎　機械施設利用日誌180，6〕　現金出納帳（80．6〕　財産台帳（42161

　借対照表・損益計算書16．4〕
　定159．6〕　世代交代され継続可能（17．O）

　人で機械を装備せずにすむ㈱．01　コスト低減（66．0〕省カ化163．81　女性の重労働からの解放（63．8〕
　員の犠牲が大きい（36．2〕　個別の作業と競合131．9）不適地圃場でも利用123．4）

　会変化が激しく今後の方針がもてない142．6〕　全体の和やまとまりの調整が大変136．2）
　計事務が大変131．9〕

　地の遊休化防止159．6）　関係機関との緒びつきが強い｛48．9〕　転作目標達成への寄与142．5｝

　えていない168．1）近いうちにしたいl1911〕

　団内での機能分担を推進157．41　新技術や革新技術の導入（57．4）　大型機械や高性能機械の導入155．31
　で集団独自の商品を開発販売138．3〕　専業農家だけの集団に再編成136．2〕圃場の大区画化や暗渠排水
童行う｛27．7〕

　金関係の惰報提供155．3〕新技術の情報提供146．8）農地・作業受託の斡旋（34．01

表一2 活動年数による特徴 表一3 法人化の意向による特徴
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尊業農家だけの集団に再煽成する

兼業農家や高齢者農家を一層総み入れていく
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企画・会計・作業など集団内での機能分担を推
進する

新作目や革新技術を積極的に導入する

犬型機械や高性能機械を積極的に導入する

圃場の犬区画化や暗渠排水を行っていく

米で集団独白の商品を開発・販売していく

地域活性化のため生活文化活動も積極的に行
う

図一1

［進みたい］ ［難しい］

活動年数㎜20年以上
　　　　團10～19年
　　　　團g年以下

土地利用型営農集団の将来方向
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